
三
陸
復
興
国
立
公
園
に
お
け
る

道
路
建
設
事
業
と
環
境
保
全
の
取
り
組
み

（
女
川
出
島
線
に
お
け
る
環
境
影
響
予
測
評
価
と
保
全
対
策
）

は
じ
め
に

三
陸
復
興
国
立
公
園
は
、
環
境
省
が

平
成
二
四
年
五
月
に
示
し
た
グ
リ
ー
ン

復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
核
と
な
る
地
域
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
環
境
要
素
と
風
致
景

観
を
保
全
し
、
被
災
し
た
利
用
施
設
の

復
旧
・
再
整
備
を
含
む
適
切
な
利
用
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

女
川
出
島
線
も
完
成
後
は
こ
れ
ら
自
然

環
境
要
素
を
利
活
用
資
源
と
す
る
よ
う

配
慮
・
計
画
さ
れ
て
お
り
、
路
線
検
討

と
環
境
保
全
対
策
の
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

こ
こ
に
紹
介
す
る
。

対
象
地
域

ニ
陸
復
興
国
立
公
園
は
昭
和
三

O
年

株
式
会
社
ド
l
コ
ン

棲

井

善

文

五
月
二
日
に
岩
手
県
下
閉
伊
郡
普
代
村

か
ら
釜
石
市
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
域
を

中
心
に
陸
中
海
岸
国
立
公
園
と
し
て
指

定
さ
れ
、
二
回
の
拡
張
と
海
中
公
園
区

域
の
指
定
を
経
て
、
平
成
二
五
年
五
月

二
四
日
に
青
森
県
の
種
差
海
岸
階
上
岳

県
立
自
然
公
園
お
よ
び
八
戸
市
鮫
町
の

二
地
区
を
編
入
し
、
現
在
の
名
称
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
七
年
三
月
三

一
日
に
は
南
金
華
山
固
定
公
園
を
編
入

し
て
現
在
に
至
る
。
範
囲
は
、
青
森
県

八
戸
市
蕪
島
か
ら
青
森
県
三
戸
郡
階
上

町
ま
で
の
海
岸
線
お
よ
び
同
町
内
陸
部

に
位
置
す
る
階
上
岳
か
ら
な
る
種
差
海

岸
地
域
と
、
岩
手
県
久
慈
市
か
ら
宮
城

県
石
巻
市
牡
鹿
半
島
ま
で
の
海
岸
線
沿

い
に
位
置
す
る
三
陸
海
岸
地
域
を
対
象

と
し
て
い
る
。
女
川
出
島
線
が
計
画
さ

れ
た
地
域
は
公
園
区
域
南
部
の
リ
ア
ス

式
海
岸
に
あ
た
る
地
域
で
、
海
食
崖
と

多
く
の
諸
島
か
ら
な
る
優
美
な
海
岸
景

観
が
特
徴
と
さ
れ
る
。
路
線
は
、
公
園

区
域
の
第
一
種

1
第
三
種
特
別
地
域
お

よ
び
普
通
地
域
に
該
当
し
、
尾
浦
お
よ

び
竹
浦
地
区
の
山
地
か
ら
狭
い
稜
線
と

急
崖
が
連
な
る
半
島
を
経
て
橋
梁
に
よ

り
海
を
渡
り
、
周
囲
に
岩
礁
が
分
布
す

る
出
島
を
つ
な
ぐ
計
画
と
し
て
い
る
。

道
路
の
概
要

女
川
出
島
線
は
、
竹
浦
・
出
島
線
道

路
（
車
道
）
の
新
設
区
間
と
し
て
平
成

二
七
年
二
一
月
に
三
陸
復
興
公
園
事
業

へ
の
登
録
に
係
る
答
申
を
受
け
た
。
現

状
の
出
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
定
期
船
が

一
日
三
便
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。
震
災

を
契
機
に
離
島
か
ら
の
避
難
路
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
た
ほ
か
、
ア
ク
セ
ス

性
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
物
資
の
効
率

的
な
運
搬
や
緊
急
車
両
の
通
行
の
確
保

に
加
え
、
出
島
に
お
け
る
風
景
観
賞

（
本
土
側
の
海
食
崖
が
一
望
で
き
る
）

や
自
然
体
験
型
利
用
（
ダ
イ
ビ
ン
グ
や

シ
l
カ
ヤ
ッ
ク
等
）
を
促
進
す
る
こ
と

で
生
活
基
盤
の
向
上
や
公
園
利
用
の
増

加
に
つ
な
が
る
車
道
と
し
て
地
域
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
る
。

計
画
路
線
の
有
効
幅
員
は
五
・
五

m
、

延
長
約
三
回
で
、
ル
ー
ト
選
定
に
あ
た

つ
て
は
、
複
数
案
を
検
討
し
、
最
も
地

形
改
変
が
少
な
く
、
か
っ
、
残
土
発
生

量
が
最
小
の
ル
l
ト
お
よ
び
道
路
構
造

が
選
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
海
を
渡
る

「
出
島
架
橋
」
は
、
橋
脚
が
海
中
に
整

備
さ
れ
な
い

「
ア
l
チ
型
」
が
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
略
設
計
段

階
で
の
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
予
備
お
よ
び
詳
細
設
計
で
盛
土
下

部
を
補
強
土
壁
に
す
る
こ
と
で
改
変
面

積
を
低
減
し
て
い
る
ほ
か
、
工
事
実
施

時
に
は
濁
水
防
止
措
置
や
保
全
対
象
種

の
保
全
対
策
を
行
う
な
ど
、
周
辺
環
境

へ
の
手
厚
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

四

保
全
対
象
と

そ
の
取
り
組
み

路
線
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
確
認
さ
れ

た
動
物
お
よ
び
植
物
の
保
全
対
象
の
う

ち
、
動
物
二
種
（
鳥
類
一
種
、
両
生
類

一
種
）
、
植
物
一
一
種
に
つ
い
て
は
保

全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
に
平
成
二
八
年
度
よ
り
着
工
し
て
い

る
第
一
工
区
で
は
、
両
生
類
の
保
全
対

象
種
と
し
て
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
産
卵
池
が
工
事
の
実
施
に
よ
り
影

響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
弊
社

は
環
境
調
査
の
受
託
業
者
と
し
て
、
有

識
者
の
指
導
を
得
な
が
ら
保
全
対
策
の

検
討
を
行
っ
た
。
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ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

生
息
状
況

ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
産
卵
個

所
は
、
橋
梁
の
橋
脚
予
定
個
所
に
あ
る

小
規
模
な
た
め
池
と
、
谷
底
を
流
れ
る

流
量
の
小
さ
な
小
水
路
の
一
部
で
確
認
さ

れ
て
い
た
。
小
水
路
お
よ
び
た
め
池
周
辺

の
上
流
は
、
ス
ギ
植
林
と
広
葉
樹
林
で
、

下
流
に
は
周
辺
で
は
珍
し
い
ヨ
シ
を
主
体

と
す
る
草
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
産
卵
個

所
の
確
認
状
況
や
一
般
的
な
生
態
か
ら
、

現
地
に
お
け
る
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
は
、
小
水
路
お
よ
び
た
め
池
周
辺
の

谷
底
お
よ
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二
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ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と

ヨ
シ
草
原
の
保
全
対
策

ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息

状
況
が
把
握
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
橋
脚

位
置
を
変
更
し
た
上
で
、
産
卵
個
所
の

上
流
側
や
谷
壁
下
部
に
計
画
さ
れ
て
い

た
工
事
用
道
路
お
よ
び
工
事
ヤ
l
ド
の

位
置
が
再
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

工
事
用
道
路
は
、
産
卵
池
j
谷
壁
に
わ

た
る
本
種
の
生
息
地
と
産
卵
個
所
へ
の

移
動
阻
害
を
回
避
し
、
小
水
路
や
た
め

池
の
水
文
条
件
に
影
響
が
少
な
い
下
流

側
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

し
か
し
、
下
流
側
に
は
植
生
と
し
て

自
然
度
の
高
い
ヨ
シ
草
原
が
分
布
し
て

お
り
、
こ
の
群
落
の
保
全
も
必
要
で
あ

っ
た
。
現
地
に
お
け
る
ト
ウ
ホ
ク
サ
シ

ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
環
境
は
、
一
度
破
壊

さ
れ
る
と
復
元
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

か
っ
、
個
体
群
の
規
模
も
小
さ
く
生
息

域
の
縮
小
が
本
種
の
生
息
に
及
ぼ
す
影

響
が
多
大
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
た
。

一

方
、
ヨ
シ
草
原
は
水
文
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
比
較
的
容
易
に
復
元
可
能
で

あ
り
施
工
事
例
も
充
実
し
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
影
響
程
度
の
大
き
さ
を
基
に

ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
全
を

優
先
し
、
工
事
用
道
路
に
よ
り
消
失
す

る
ヨ
シ
草
原
の
一
部
は
、
道
路
完
成
後

に
工
事
用
道
路
を
撤
去
し
て
ヨ
シ
草
原

が
生
育
可
能
な
湿
地
環
境
の
復
元
を
行

う
計
画
と
し
た
（
図

1
）
。
ま
た
、
橋

脚
付
近
の
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
工
事

に
よ
る
一
時
的
な
影
響
を
考
慮
し
、
工

事
実
施
前
に
た
め
池
近
傍
に
周
辺
の
水

文
環
境
を
変
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
た
代
替
池
を
設
置
し
、
春
季
に
卵
嚢

を
移
植
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
影
響
の

低
減
に
努
め
た
（
写
真
2
）。

エ専用遺跡

ヨシ草原

現
在
は
小
水
路
の
産
卵
個
所
お
よ
び

卵
嚢
移
植
後
の
代
替
池
に
お
い
て
夏
季

に
幼
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
保
全
対

策
が
順
調
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

五

ま
と
め
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

本
件
で
は
、
国
立
公
園
の
特
別
地
域

内
を
通
過
す
る
道
路
の
新
設
に
係
る
環

境
配
慮
の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、
ト

ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
全
対
策

の
検
討
を
行
い
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関 ため池の環境変化

に備えた代替池

係
に
あ
っ
た
ヨ
シ
草

原
の
保
全
を
両
立
す

る
た
め
に
、
工
事
用

道
路
を
変
更
し
、
ヨ

シ
草
原
を
復
元
す
る

計
画
の
策
定
ま
で
の

概
要
を
述
べ
た
。
現

在
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
代
替
池

を
含
む
繁
殖
個
所
で

幼
生
が
順
調
に
生
息

し
て
お
り
、
本
種
の
生
息
へ
の
影
響
は

可
能
な
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価

で
き
る
。
今
後
は
ヨ
シ
草
原
の
復
元
に

係
る
詳
細
検
討
や
実
施
手
法
が
検
討
さ

れ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

国立公園

, ..... ー砂 成体の移動経路 j

卜ウホクサンショウウオ保全に係る

工事計画の検討
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図1

写真2

棲
井
善
文
．
さ
く
ら
い
よ
し
ふ
み

株
式
会
社
ド
l
コ
ン
環
境
事
業
本
部
環
境
保

全
部
副
技
師
長
、
生
物
多
様
性
推
進
チ
l
ム

総
括
リ
ー
ダ
ー
。

岡
山
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境

科
学
研
究
科
修
了
。

技
術
士
（
建
設
・
環
境
部
門
）
。

専
門
は
、
植
物
生
態
学
で
、
環
境
調
査
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
環
境
保
全
計
画
等
を
主
業
務

と
し
て
従
事。

〈
会
社
概
要
〉

北
海
道
を
中
心
に
日
本
国
内
の
社
会
基
盤
整

備
の
調
査
・
計
画
・
設
計
等
に
携
わ
る
総
合
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
「
信
頼
の

。人
と
技
術
。

で
豊
か
な
人
間
環
境
の
創
造
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
経
営
理
念
の
も
と
、
交
通
、
河
川
、
環
境
、

建
築
等
の
分
野
で
業
務
を
手
掛
け
る
。


